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 この目的を達成するために，以下の 5 つの研究課題を設定した． 










能力を含んだ 20-MST の有用性を検討した． 
（結果） 
	 研究課題１の結果では，ラグビー選手を対象とした場合には，20-MST が全身持久力を適
切に評価していることを確認した．研究課題２の結果では，走行の軌跡ではラグビー選手同
士の個人差は弁別できなかったものの，ターン局面の加減速に個人差が存在することが示さ
れた．研究課題３の結果では，ターンの存在が加速度センサの出力に反映されること，映像
から算出した加速度と加速度センサの出力とに関係があることが検証された．また，20-MST
の規定速度（ステージ速度）に対する加速度センサの増加傾向である回帰直線の傾きに個人
差が確認された．研究課題４の結果では，20-MST の回数に競技水準間の差は確認されなか
ったものの，回数とターン能力の指標である加速度センサの出力の回帰直線の傾きとを合わ
せた複合評価に，競技水準間の差異が認められた． 
（考察） 
	 ラグビー選手はほとんどが直線的に走行しており，走行の軌跡ではターン能力が弁別でき
ないと考えられた．よって，ラグビー選手を対象とした場合，20-MST のターン能力を捉え
るには，走行の軌跡よりもターン局面の加減速の方がラグビー選手同士の個人差を反映して
おり，ターン局面の加減速がターン能力を捉える指標として適切であることが明らかとなっ
た．また，20-MST 中のターン局面の加減速と加速度センサの出力とを比較した際，全被験
者のデータの相関係数と個人内相関との違いから，加速度センサ出力には，ターン局面の加
減速に加えてターンの動きが反映されると考えられた．さらに，ステージ速度の増加に対す
る加速度センサの増加傾向を表す個人の回帰直線の傾きに個人差が確認され，この回帰直線
の傾きがターン能力を反映する指標として利用できることが明らかとなった．以上より，加
速度センサを用いてターン能力を捉える方法が確立できた．加えて，回帰直線の傾きを用い
て測定したターン能力を含んだ 20-MST の複合評価に，ラグビー選手の競技水準間の差異が
確認され，ターン能力を含んだ評価が重要である可能性が示された． 
